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新入生の皆さん、入学おめでとうございます。市邨学園名古屋経済大学は本

日、大学院に４１名、学部に５７６名、合わせて６１７名の入学生を迎えること

ができました。名古屋経済大学の教職員を代表して、心から皆さんの入学を歓

迎いたします。キャンパス内の桜は満開を迎え、春爛漫の良き日に、犬山市長山

田拓郎（やまだ たくろう）さま、犬山市議会副議長小川清美（おがわ きよ

み）様、犬山商工会議所副会頭伊藤正久（いとう まさひさ）さまのご臨席を賜

り、入学式を挙行できることをうれしく思います。しかし、新型コロナウイルス

感染拡大防止のために、皆さんの生活を支えてくださっている保護者の方にご

列席いただけないことは大変残念に思います。保護者の方にはよろしくお伝え

ください。 

 ところで皆さんは、希望に胸を膨らませて、この場に臨んでいることと思い

ます。どうか、この希望を忘れることなく、学生生活を送っていただきたいと思

います。大学院生の皆さんは、すでに目的がはっきりしていると思われますの

で、その目的に向かって全力で研究を行っていただきたいと思います。 

 ここからは主に学部入学生にお話をしたいと思います。まず、申し上げな

ければならないことは、大学に入学することはゴールではなく、学びの終点で

はなく、新たな学びの出発点だということです。学歴が社会で通用する時代は

もう終わったと言ってよいと思います。大学で何を学び、何を身につけたかが、

4 年後に社会で問われることになります。市邨学園の創立者である市邨芳樹先

生の教えに「一に人物、二に伎倆」という言葉があります。これは本学園の建学

の精神であります。ＡＩが進化し、皆さんが卒業するころには、今まで人が行っ

てきた仕事の多くをロボットが代って行うようになると思われます。このよう

な時代には、人には何ができるかが常に問われることになります。しかし、何を

するにしても、人としての良識を持ち、社会で尊重される人物であることが最

も重要な前提となります。皆さんは１８歳成人の法制化に伴い大人としての自

覚を問われてきたと思いますが、我々は、新入生の皆さんを、あえて大人として

は扱わず、４年間をかけて立派な大人に育てていく所存です。少人数クラス制

をとり、日常生活の送り方も含めて教育をしていくつもりでありますので、覚

悟をしていただきたいと思います。 

 次に本学は、グローカル人材の育成を教育目標に掲げています。グローカ

ルとはグローバルとローカルを合わせた和製英語です。すなわち、地域に密着

し、地に足をつけてローカルに物事を考え、グローバルに、とりわけアジアで活

躍する人材を養成することを教育目標にしているということです。本学は犬山



にある唯一の大学として、地元に愛され、期待されていると自負しています。こ

のことは、4月 1日という年度初めの忙しい日に犬山市長、犬山市議会副議長、

犬山商工会議所の副会頭が入学式にご臨席くださっていることからもわかると

思います。犬山市は最近若者に人気のある観光地としてマスコミに紹介され、

観光客も多くなっています。春の犬山祭は明日、明後日と新型コロナ感染防止

対策のため、規模を縮小して３年ぶりに行われます。ユネスコの世界遺産にも

登録された「やま」には日本の物づくりの原点ともいわれる見事なからくりが

あります。まだ、犬山を観光したことがない人は是非、観光をしていただきたい

と思います。学生証を見せれば国宝犬山城には無料で入館することができます。

また、犬山の観光学生大使はすべて本学の学生です。 

ところで、犬山市は素晴らしい観光地であるだけでなく、優れた学術都市で

もあります。博物館明治村、野外民族博物館リトルワールド、日本モンキーセン

ターは単なるテーマパークではなく、学芸員を擁する博物館であり、他にも大

学の研究機関が集積した立派な学術都市です。これらの研究機関が連携する場

として、本学には犬山学研究センターが設置されています。本学では、この犬山

を中心とした地域を学びのキャンパスと位置づけ、それら施設を利用させてい

ただき、研究員の皆さんに助けられながら、地域に密着した学習を多様に展開

しています。また、地域の要請に応えてボランティア活動も活発に行っていま

す。地域との連携を推進するために本学には地域連携センターも設置されてい

ます。高校の指導要領が改められ、従来の知識偏重の教育から、考える能力を養

成する教育への転換が叫ばれていますが、今までの高校の学習の多くは大学入

学試験合格を目的とし、一つの正解を覚えるというものであったと思います。

しかし社会に出ると、解決するべき問題には正解は必ずしも一つではなく、ま

た、正解があるかどうかもわからない問題すらあるでしょう。皆さんには、体験

型学習やボランティア活動などを通じて、社会の具体的問題の在り方を理解し、

それらの解決策を考える能力を持つ人材に育っていただきたいと思います。 

また、新型コロナの感染拡大防止策が人々を国家ごとに分断してきたように

思われるかもしれませんが、この世界規模での急激な感染拡大そのものが人類

のグローバルな活動を示していると言えましょう。さらに、科学技術の発達に

より今後も、経済のグローバル化の拡大は避けて通ることができないと考えら

れます。中国の急速な経済成長と影響力の拡大やロシアのウクライナ侵攻によ

り世界は分断に向かっていると思われるかもしれませんが、グローバル化によ

る各国経済の相互依存は今後も深化していくと思われます。そのなかで、世界

の経済の中心は確実にアジアに移行しています。皆さんが社会に出るころには、

アジアの主要都市は日帰り出張圏になっているでしょうし、海外と関係のない

社会活動はありえないでしょう。したがって、皆さんにはグローバルに、とりわ



けアジアで活躍できる人材に育っていただきたいと思います。そのためには、

異文化理解に基づくコミュニケーション能力が重要になります。本学はここに

８６名のアジアからの留学生を迎えていますし、全学では３００名ほどの留学

生が在学しています。本学のキャンパスは常にグローバル社会です。皆さんは

この環境を生かして、大いに国際交流に励んでください。留学生の皆さんは、遠

慮することなく日本人に質問をしてください。日本人の友人を作ることが日本

語上達の最も有力な手段です。しかもこれは日本人学生が国際的なコミュニケ

ーション能力を身につけるためにもなるのです。 

皆さんが充実した学生生活を送り、4 年後にはグローバルに活躍出来る立派

な社会人に育っていただきたいと思います。本学はそのための機会を提供する

ことをお約束し、私の告辞といたします。本日はご入学おめでとうございまし

た。 


